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平成21年３月期 業績予想の修正及び投資有価証券評価損の計上に関するお知らせ 

 

１． 平成21年３月期 連結業績予想の修正及び投資有価証券評価損の計上について 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年 10月 14日に公表した、平成21年３月期(平成20年４月

1日～平成21年３月31日)の連結業績予想を次のとおり修正します。 

 
  連結 業績予想の修正 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 400,000 22,000 22,000 12,000

今回修正（Ｂ） 345,000 △8,000 △10,000 △18,000

増減額（Ｂ－Ａ） △55,000 △30,000 △32,000 △30,000
増減率 △13.8％ － － －

(参考)前期(平成20年３月期）実績 475,826 44,319 44,888 24,520
 
＜修正の理由＞ 

当社の事業環境は、世界的な経済変調で第２四半期以降自動車・ＩＴ向け需要の大幅な減少が

続いており、また、為替の円高・金属価格の下落により当社の収支を大きく悪化させています。

前回予想に比べ、事業環境の悪化による収支への影響は約110億円、為替・金属価格の下落によ

る影響は約200億円、合計320億円利益を押し下げる見込みとなりました。 

この結果、当社では各種コスト対策を実施中ですが、これら急激な環境変化によるダメージは

避けられず、通期連結業績予想については、前回予想に比べ売上高は550億円減収の3,450億円、

営業利益は300億円減少し80億円の損失、経常利益は320億円減少し100億円の損失となる見込

みです。 

また、当第３四半期末において、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が

著しく下落し、その回復する見込みがあると認められないものについて、減損処理による投資有

価証券評価損86億円の計上を見込んでいます。 

このため、当期純利益は300億円減少し180億円の損失となる見込みです。 
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平成21年３月期第３四半期の投資有価証券評価損の総額（連結） 

（Ａ）平成21年３月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 8,649 百万円

（Ｂ）平成20年３月期の純資産額（Ａ／Ｂ×100） 150,281 百万円

（5.8％）

（Ｃ）平成20年３月期の経常利益額（Ａ／Ｃ×100） 44,888 百万円

（19.3％）

（Ｄ）平成20年３月期の当期純利益額（Ａ／Ｄ×100） 24,520 百万円

（35.3％）

 （注）当社の第３四半期末は12月 31日です。 

 
２． 平成21年３月期 個別業績予想の修正及び投資有価証券評価損の計上について 

 

平成21年３月期(平成20年４月１日～平成21年３月31日)の個別業績予想について、平成20年

５月14日付の業績予想を次のとおり修正します。 

 
個別 業績予想の修正 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 15,000 9,500 9,500 9,000

今回修正（Ｂ） 15,000 9,500 9,500 500

増減額（Ｂ－Ａ） － － － △8,500
増減率 － － － △94.4％

(参考)前期(平成20年３月期)実績 14,554 8,233 9,061 8,611
 
＜修正の理由＞ 

当社は持株会社制により、当社個別の収益に変動はありませんが、当第３四半期末において、

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復する見込

みがあると認められないものについて、減損処理による投資有価証券評価損85億円の計上を見込

んでおります。 

この結果、前回予想に比べ当期純利益は85億円減少し5億円となる見込みです。 

 

平成21年３月期第３四半期の投資有価証券評価損の総額（個別） 

（Ａ）平成21年３月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 8,531 百万円

（Ｂ）平成20年３月期の純資産額（Ａ／Ｂ×100） 114,571 百万円

（7.4％）

（Ｃ）平成20年３月期の経常利益額（Ａ／Ｃ×100） 9,061 百万円

（94.1％）

（Ｄ）平成20年３月期の当期純利益額（Ａ／Ｄ×100） 8,611 百万円

（99.1％）

 
(注)  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大き

く異なる可能性があります。 
以  上 


